
金
調
印
官
邸
志
巻
十
大

寧
害
致
a
拝
見
-
候
。
然
ぽ
道
庵
と
申
山
伏
屋
敷
之
俄
被
昌
仰
下
-
候
。
何

方
に
而
茂
見
合
可
=
申
付
-
候
。
倫
期
=
面
上
之
時
-
候
。
恐
憧
謹
言
。

六

月

廿

九

日

長

瀬

五

郎

右

衛

門

判
=
一
郎
兵
衛

堀

判

法 l

印

様

$ 
報

右
殿
様
へ
得
z
御
意
-
と
ら
せ
置
申
候
。
居
屋
敷
之
儀
を
、
御
奉
行
衆
へ

何
と
て
竪
英
理
り
を
不
v
申
候
て
と
ら
せ
申
候
哉
。
さ
候
者
替
之
地
申

候
て
念
度
鯖
取
可
申
候
。
残
り
所
之
儀
少
も
申
分
は
在
v
之
閲
敷
候
。

共
通
具
に
御
つ
ぽ
ね
へ
申
候
と
、
御
奉
行
衆
へ
申
候
へ
と
被
v
仰
候
。

如
v
件。寛

永
八
年
十
月

使
者

高
橋
六
右
衛
門

地
森
源
右
衛
門

ふ
く
ぞ
う
院
様

只
今
は
御
か
ん
が
へ
書
拝
見
申
候
。
さ
や
う
た
ら
ぽ
押
付
て
ん
き
の

御
新
鱒
御
修
行
可
v
歩
成
候
。
依
而
金
百
疋
遁
し
申
候
閥
、
早
々
と
れ

に
て
日
で
り
の
御
新
橋
額
申
候
0
.
雨
さ
へ
ふ
り
不
v
申
候
へ
ば
宜
し
、

〈
れ
ん
・
1
も
首
疋
候

τよ
る
し
〈
御
き
と
う
た
の
み
申
候
。
以
上
。

右
の
外
に
利
常
卿
の
印
害
二
週
有
v
之
。
但
し
火
災
に
躍
り
僅
に
文
字

か
な
や
よ
り

〆明
日
ま
で
と
せ
め
て
い
の
ち
の
を
し
け
れ
ば

と
ひ
と
そ
人
の
い
の
ち
な
り
け
れ

飛
鳥
川
淵
は
瀬
に
な
る
世
怠
り
と
も

思
ひ
そ
め
て
む
人
は
わ
す
れ
じ

も
し
は
て
L
は
ひ
と
な
り
た
む
後
に
と
そ

人
を
訟
も
ひ
の
や
む
口
に
は
せ
む

以
上
裂
伺
一
吟
・
和
歌
三
首
表
一
面
に
し
る
せ
り
。
裏
に
は
、

中
々
に
人
に
う
ら
み
は
な
け
れ
ど
も

み
そ
め
し
よ
り
の
日
と
そ
っ
ら
け
れ

し
ぬ
は
う
し
い
け
ら
ぽ
人
の
と
ひ
し
き
に

心
を
か
へ
て
あ
ら
ぬ
身
も
が
た

同
一
柄
‘
金
色
布
目
形
た
る
に
、
七
絶
の
静
一
首
を
し
る
せ
り
。

寒
林
盛
田
欲
棲
烏
壁
裏
背
燈
冷
有
無

小
雨
棲
L
H

人

仮

疲

臥

礎

疲

馬

食

残

務

同
一
柄
は
筋
黄
色
に
小
模
様
あ
り
。
此
の
扇
子
は
甚
だ
異
形
に

τ‘

'
歌
た

εの
書
付
も
な
し
。
此
の
分
は
殊
に
甚
だ
古
し
。
右
扇
子
五
柄

子
v
今
位
殿
に
納
有
v
之
、
長
刀
と
共
に
営
駐
の
紳
賓
と
注
し
た
り
。
扇

子
は
震
に
利
常
卿
の
持
ち
給
へ
る
古
扇
た
る
事
訟
も
ひ
や
ら
れ
け
る

金
滞
古
蹟
志
巻
十
六

λ 

残
る
也
。

叉
利
常
卿
奉
納
し
給
ふ
長
刀
・
扇
子
の
事
は
‘
補
強
が
小
橋
天
紳
枇

飽
に
、
俸
げ
給
ふ
底
の
長
万
・
扇
子
、
予
見
る
底
の
あ
ら
ま
し
を
飽

ず
に
、
長
刀
は
鏑
際
を
糸
に
て
巻
き
朱
染
に
て
塗
り
固
め
た
り
。
柄

は
樫
木
と
見
ゆ
。
翰
は
革
に
し
て
黒
漆
を
以

τぬ
り
、
左
右
に
金
箔

を
以

τ叙
梅
ぽ
ち
の
御
紋
を
茜
き
、
中
央
を
朱
染
の
縄
二
め
ぐ
り
に

て
趨
へ
り
。
扇
子
一
柄
、
十
窓
、
表
裏
潟
黄
色
に
し
て
、
端
縁
金
色

の
雲
象
を
た
し
、
中
央
に
朱
を
以

τ日
輸
を
歯
き
、
共
内
に
敬
の
一

宇
を
大
脅
し
、
日
輸
の
傍
の
文
に
左
の
十
五
宇
を
し
る
せ
り
。

心
者
一
身
之
主
宰
而
敬
者
叉
心
之
主
也

同
一
柄
、
金
色
。
和
歌
二
種
、
初
め
の
は
題
剥
・
落
見
え
わ
か
歩
。

惑
は
じ
と
ま
た
び
し
年
の
あ
き
も
た
し

我
身
に
か
へ
す
は
る
の
小
山
岡

老
後
述
懐

身
を
し
れ
ば
老
ぬ
る
馬
に
は
づ
か
し
き

ひ
と
の
ひ
と
な
る
道
ま
よ
ふ
世
に

同
一
柄
、
銀
色
に
緑
青
を
以
て
蓋
花
を
歯
き
、
表
に
、

春
が
す
み
野
山
に
も
立
み
ち
に
け
り

が
、
扇
子
の
作
り
ゃ
う
卸
ち
今
の
扇
子
と
遮
ひ
‘
甚
だ
麗
か
に
し
て
、

且
長
さ
稽
t
尺
飴
あ
り
て
、
そ
の
か
み
の
時
世
が
ら
を
考
ふ
る
に
足

れ
り
。
五
柄
と
も
に
茜
だ
破
損
し
て
、
拝
見
す
る
に
堪
へ
ざ
る
ゆ
ゑ

に
、
容
易
に
一
覧
を
許
さ
宇
と
。
按
や
る
に
‘
首
位
小
橋
天
紳
の
紳

殿
は
金
揮
に
銀
座
以
来
度
々
火
災
に
植
り
、
寛
永
八
年
四
月
十
四

日
・
同
十
二
年
五
月
九
日
・
享
保
十
八
年
四
月
廿
六
日
都
合
三
度
の
火

災
民
枇
殿
回
線
す
と
い
へ
ど
も
.
右
紳
費
長
万
・
扇
子
呉
儀
な
く
取

出
し
、
子
v
今
存
在
せ
し
は
、
貨
に
紳
鍵
の
守
護
と
も
い
ふ
ぺ
し
。
扱

首
位
は
創
立
以
来
別
賞
持
の
跡
祉
に
て
、
費
来
寺
踊
磁
院
揺
世
奉
仕

し
来
れ
る
慮
、
明
治
二
年
紳
働
混
滑
御
陵
止
に
付
、
別
賞
復
飾
し
て

上
回
議
多
と
改
稿
し
‘
紳
職
と
成
り
.
賀
来
寺
繭
磁
院
の
械
を
厳
し
.

働
像
・
働
具
を
取
除
き
、
同
五
年
十
一
月
村
枇
に
列
せ
ら
れ
、
小
橋
菅

原
紳
祉
と
披
し
、
初
め
て
閥
単
を
置
か
れ
た
り
。

。
犀
川
木
町

一
一
宮
家
に
所
識
す
る
利
光
卿
印
書
に
、
才
川
小
橋
の
下
木
町
地
子
銀

の
事
を
載
せ
給
へ
り
。
共
の
印
書
窮
左
の
如
し
。

一
元
和
九
年
よ
り
才
川
小
橋
の
下
木
町
地
子
銀
子
之
事

合
百
九
十
笠
匁
三
分
八
鹿
此
外
八
匁
六
分
武
厘
歩
入

九




